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長尾八幡宮建築図面資料（西安下庄）

　旧東和地区の西方村・船越村・平野村・外入村・和

田村より四国の山村の神社・仏閣・お堂・民家に大工
職人として出稼ぎに行った人たちを、四国の人たちは
長州大工と呼んだ。その普請数は優に３００を超える
と言われる。宮大工の腕前だけではなく、社殿を飾ら
れた彫刻は長州大工特有のものがあった。
　大正 5（1916）年に再建された長尾八幡宮にその当時、
洋紙に描かれた建築図面１９点が残され、そのうち門
井宗吉製図と明記されたものが７点ある。竹を細く削っ
て墨で描いた神殿・中殿・拝殿の完成図面は、極細のボー
ルペンで描いたようでその画力に驚嘆する。門井宗吉
は旧西方村出身で友助・浅治郎に続く門井家三代目の宮大工で、弟の門井友祐と共に四国に渡り多くの社寺
建築を手がけた。

　大正５年長尾八幡宮再建の棟札によれば、棟梁は安下
庄田中村の今田忠蔵、後見役として門井宗吉、彫刻師と
して門井浅一と記されている。門井浅一は宗吉の次男で
彫刻家として後に鳳雲を名乗った。後見役とは浅一の補
佐監督をしたものであろう。筏八幡宮神殿に続いての普
請であり宗吉にとっては故郷に錦を飾る仕事であった。
　その設計並びに彫刻の画力は素晴らしいの一語に尽き
る。長尾八幡宮に残された門井宗吉の建築図面は周防大
島の建築文化を伝える貴重な資料である。平成 21 年３
月に周防大島町指定文化財に指定された。捨てないで残
しておいてくれた祖父と父に感謝したい。

▲破風貮拾分之壹正面圖（縦 760 ×横 975mm）

▲長尾八幡宮拝殿貮拾分之壹地圖（縦 547 ×横 790mm）

　《周防大島町文化財保護審議委員・長尾八幡宮宮司　長尾健彦》
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ＡＬＴ（外国語指導助手）
アブラハム・アフザルさん


